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１．研究計画の概要 
本研究では、日本、中国、韓国、台湾、ベト

ナムなどのアジア諸国を対象に、近年のアジ

ア地域における流通革命の基本構造に関して

理論的・実証的研究を進めている。具体的に

は、(1)消費者によるスーパーと伝統市場の選

択要因に関する実証分析、(2)消費者側から見

た伝統市場とスーパーに対する評価の実証分

析、(3)流通関係者（卸売業者、伝統市場やス

ーパーなどの小売業者、および流通政策の担

当者）への聞き取り調査、(4)伝統市場とスー

パーとの補完性に関する実証分析、(5)アジア

における流通変革の基本パターンの分析、(6)

アジア流通モデルの構築、という６つのテー

マに沿って、体系的な研究を進めている。 
 
２．研究の進捗状況 

（１）研究活動の進捗状況 

【平成 20年 4月～平成 20 年 6月】:  
（理論的な分析枠組みの設定） 
アジア流通革命をめぐる問題に関連した基
礎的な資料、文献の収集、文献レビューを詳
しく行い、理論的な分析枠組を設定する作業
を行った。 

【平成 20 年 7 月～平成 2１年 3月】:  
（質問票のデザイン） 
消費者については、(1)商品別の消費の購買
行動、(2) 買物場所の選択理由、(3)伝統市
場と近代的な小売業態との長所と短所に関
する消費者側の評価、などに関するアンケー
ト調査を行い、さらに小売業者については、
小売のオペレーションの特徴と問題点に関
するアンケート調査を行うため、それぞれの

質問票のデザインを行った。さらに、質問票
の内容を改善するため、調査対象諸国（日本、
中国、台湾、韓国、ベトナム）においてフィ
ールド調査を行い、小売業者および政策担当
者、研究者との意見交換を行った。 

【平成 21年 4 月～平成 21 年 9月】： 
（消費者へのアンケート調査を実施） 
日本、台湾、中国（北京、上海）の各地域・
調査対象において、消費者へのアンケート調
査を実施した。現地の調査協力者にアンケー
トの内容を詳しく説明し、内容を理解しても
らった上で、消費者に直接インタビューし、
アンケート表に記入してもらった。さらに、
小売構造と消費者行動について資料収集を
行うため、現地の伝統市場やスーパーなどの
小売施設を訪問し、担当者からヒアリングを
行うと共に、各国の流通研究者との意見交換
を行った。 

【平成 21年 10 月～平成 22 年 3 月】： 
（消費者へのアンケート調査を実施） 
中国（広州）、韓国（ソウル、釜山）の各地
域・調査対象において、現地の調査協力者に
より、消費者へのアンケート調査を実施した。
同時に、現地の伝統市場やスーパーなどの小
売施設を訪問し、担当者からヒアリングを行
うと共に、各国の流通研究者との意見交換を
行った。 

【平成 22年 4 月～平成 22 年 9月】： 
（消費者のアンケート調査の実証分析） 
日本、台湾、中国（北京、上海）の各地域・
調査対象において実施した消費者へのアン
ケート調査についてデータの入力作業と整
理を行った。さらに、(1) 消費者の店舗選択
の決定要因、(2) 消費者の小売業態に対する
評価などについて、因子分析、主成分分析、



プロビット分析、コレスポンデンス分析など
による実証分析を行った。 

【平成 22年 10 月～平成 23 年 3 月】： 
これまで得られた実証研究の結果について、
研究への助言やアドバイスを受けるため、研
究者との間で密接な意見交換、ならびに海外
研究協力者とのミーティングを行った。 

（２）研究成果の進捗状況 

本研究の成果の一部は、以下のような形で対
外的に発信した（詳細は項目５を参照）。 
① 研究成果の一部を専門論文としてまとめ、

国際学会において報告した。 
② 研究成果を査読付き国際雑誌に投稿した。

その一部は、すでに査読付き国際誌に公
刊され、広く研究成果を公開した。 

 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由）研究成果がすでに査読付き国際誌か
ら公刊されており、今後も継続的に研究成果
が生まれると判断されるため。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 (1)消費者行動の実証分析の継続 
 (2)アジア流通モデルの構築 
 (3)研究成果の学会報告、専門誌への投稿 
(4)研究を総括するセミナーの開催 
(5)研究成果の出版 
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